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暑かった夏も、振り返れば楽しい思い出を残し去っていってしま
いました。鳳来の景色は、初秋を彩る彼岸花が鮮やかに咲き、と
ころによっては赤いじゅうたんを敷き詰めた様でもあります。夜の
虫の音は、夏とは違う秋の落ち着きを深めてくれます。川音とあ
わせ、自然が家の中まで入り込んでくるこれからは、じっくりと思
いにふけり、四季の味わいを感じるには一番の季節です。
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☆ 彼岸花
彼岸花が咲いています。
彼岸花は、ヒガンバナ科
ヒガンバナ属の多年草です。
別名マンジュシャゲ（曼珠沙
華）とも呼ばれます。 花が咲
いている秋には葉はなく、花
が終わった冬に葉を出してく
るので、花と葉を同時に見るこ
とはできません。
花言葉は
「情熱」・「悲しい思い出」・「思うはあなた一人」・「また会う日を楽しみに」

我家 鳳来 山の家
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☆ 夏の思い出

８月８日庭で“流しそうめん”を
楽しみました。（写真）
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☆ 駐車場完成
１０月１日駐車場が完成しました

我家 鳳来 山の家

来者如帰

楽しみました。（写真）
孟宗竹を半分に割って作った
自家製の水路に次々とそうめん
を流していきます。水路に箸を
立て、純白のそうめんが、透き
通った水の中を流れて来て箸に
絡むたびに歓声が上がります。
歓声は、子供だけでなく大人も！
同時に炭火で焼いた鮎の美味も格別です。川遊びにピンポンと２日間の出来事は
最高の宝となり、心のアルバムにいつまでも貼り続けられるに違いありません。

今年の夏、合宿も行われました。ひとつは総勢１６名の合宿。マッサージのスキル
取得、向上のための練習、それにバーベキューに花火、語らい、ピンポン大会・・・。
寝る時の枕投げはやりませんでしたが、若き日の修学旅行気分で、笑顔が絶える
事はなくお互いの親交を図りました。様々な人達、色々なシーンを受け入れてくれ
る“鳳来 山の家”を、これからも大切に育てていきたいものです。

６台程度は余裕を持って置けま
すし、仲間で来たときなど、詰め
れば１０台以上は停める事がで
きるでしょう。
これで、庭でのキャッチボール、
バトミントン、バーベキュー、
餅つきなど思いっきりやることが
できます。

☆ e-mailアドレス（携帯電話メール除く）をお持ちの方は連絡ください。 お送りいただいた方へはメール版“山の便りをお送りします
連絡先 hourai@home.email.ne.jp

※ このお便りは、鳳来 山の家会員の方でe-mail（携帯除く）未登録の方に送っています。不要の方、心当たりのない方は連絡をお願いします
連絡先 0536-36-0678（鳳来山の家 ： 担当 原田）
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